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後半からの急増、さらに 2002 年から 2003 年の増加に着目している。1995


















































































































を実施していた 1947～1950）。この年、徳山商店が、13 種類 13000 枚の島








































































とせも、地元セントラル楽器から、1 本のカセットテープと 1 枚の島唄 CD







































































日本復帰の時期はあまり曲がなく、その後 1958～59 年（昭和 33～34 年）
に三界稔「奄美小唄」や「新野茶坊」が作曲されている。
その次のブームは、田端義男が「島育ち」をヒットさせた 1962 年（昭




こうして始まった奄美新民謡だが、歌詞集では、1950 年代が 6 曲、60
年代が 13 曲（このうち 12 曲が 63 年と 64 年に集中している）、70 年代が
19 曲あるのに対して、80 年代は 4 曲、90 年代が 6 曲である。
このように 60 年代の 2 年間の奄美ブームの後でしばらく間が空き、10


















ともかく 1970 年代に比べると、1980 年代と 90 年代の曲数は多くはな
い。1972 年は、大島紬の生産が 24 万 4000 反とピークを迎えた年でもあ
る。以後 73 年のオイルショックをへながら減少していく。カラオケ文化
の浸透もある。新曲の数字でみる限り、20 世紀末の 20 年間は新民謡衰退
の傾向が見えてくる。




2002 年 9 曲、2003 年 15 曲、2004 年 18 曲、2005 年 5 曲、2006 年 10 曲、






















































































































































































































んじゃ、こりゃ！」と衝撃を受けたという（南海日日新聞、2009 年 1 月 1
日特集「10 年前の奄美」）。また、『音の力 沖縄』（1998）の中で、奄美
との関わりに関するインタビューでも同様なことを語っている。










JABARA レーベルを立ち上げ、1997 年に「あさばな」を出してから 2010


















あった。元ちとせが奄美内で民謡大賞を受賞（1996）する 6 年前の 1990
年、4 歳から島唄を習っていた中野律紀は、日本テレビ系の民謡番組（輝































































































































































理論でいえば、前者が第 2 位相、後者が第 1 位相である。そして重要なの
は、そうした二重性が相互浸透し、相乗的に渦をつくるからこそ、奄美の
うた文化の厚みが形成されていることだ。両方が奄美のうた文化には不可









年月日 名称 場所 関連事項
1995 麓氏 東京から帰郷
1998.10.10 ロードハウスＡＳＩＶＩ開業
2001.02.11 サーモン＆ガーリックの夜ネヤ（第 1 回） ＡＳＩＶＩ 元ちとせインディー
ズデビュー
2001.11.24 夜ネヤ（第 2 回） ＡＳＩＶＩ
2002.01.04 有限会社アーマイナープロジェクト設立
2002.01.27 東京 夜ネヤ 2002 渋谷クアトロ
元ちとせメジャー
デビュー2002.08.09 夜ネヤ（第 3 回） ＡＳＩＶＩ
2002.12.01 夜ネヤ（第 4 回） ＡＳＩＶＩ
2003.4.13 夜ネヤ（第 5 回） ＡＳＩＶＩ
2003.09.14,15 復帰 50 年 夜ネヤ 奄美パーク
2004.11.08 ＮＰＯ法人ディ！設立
2005.06.26 夜ネヤ（第 6 回） ＡＳＩＶＩ
2005.07.15 夜ネヤ in りゅうゆう館 りゅうゆう館
2005.08.21 スカパー！東京プラージュ2005 夜ネヤ 東京代々木
中孝介インディー
ズデビュー
2006.10.01 夜ネヤ（第 7 回） ＡＳＩＶＩ
2007.05.01 あまみエフエム開局
2007.11.11 夜ネヤ（第 8 回） 名瀬公民館
2008.04.13 東京 夜ネヤ 2008 全労済ホール カサリンチュインディーズデビュー
2009.07.18,19 日食 夜ネヤ 奄美パーク
2010.05.16 東京 夜ネヤ 2010 全労済ホール カサリンチュメジャーデビュー
2010.10.20 奄美豪雨災害
2011.05.01 サイマルラジオでネット放送開始
2013.10.20 復帰 60 年 夜ネヤ 奄美パーク
2013.11.16 鹿児島 夜ネヤ
鹿児島天文館
キ ャ パ ル ボ
ホール
2014.06.01 夜ネヤ in 奄美パーク 奄美パーク
※豊山宗洋 2012 を参照、作表協力：あまみエフエム
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表5-3．ディ！レコードが出したCD
発売年 アーティスト CD タイトル
2005 中孝介 マテリヤ





2009 カサリンチュ SUNNY DAY STYLE
2009 はまだゆかり 南風（かぜ）の記憶
2010 はまだゆかり 月の道
2010 森拓斗 SLOW LIFE
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